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1.1.2 農作物一覧下

農作物一覧の下の「全ての育成中を見る」をクリックすると、全育
成一覧・育成中(2.3)に飛ぶ。

育成中キャッシュ参照
データアクセス

農作物に現在育成中のものがあれば、「育
成中」と表示。クリックすると、農作物詳
細の育成中欄(1.2)に飛ぶ。

育成中のものがない場合は、「終了」と表
示。クリックすると、全育成一覧・終了
(2.4)に飛ぶ。

1.1.1 農作物ごと
1.1 プランタ農園TOP

1 入り口
メイン機能に入るため入り口は、プランタ農園TOPと農作物詳細の２箇
所。

1.1.1 農作物ごと



2 メイン
メイン機能は、育成履歴と全育成一覧の２つ。
育成履歴は、デフォルトの見出しのみと、全記事を閲覧できるフルの２
パターン。
全育成一覧は、育成中のものと、終了したものの２パターン。終了した
ものについては、終了確定日と、終了理由が設定される。

育成中キャッシュ参照
育成マスタ参照

データアクセス

種まき日ごとの育成中の育成リストを表示。「育成履歴」をクリック
すると、育成履歴(2.1)に飛ぶ。

1.2 農作物詳細

タグ付けがあれば、[履歴]を表示。クリックすると該当する育成履歴
に飛ぶ。

1.2.1 育成中

1.2.2 収穫一覧内

この農作物の育成中のものを一覧で表示。新しいものが上になる。



育成中キャッシュ参照
育成マスタ参照
農作物マスタ参照

データアクセス

同じ農作物の他の育成状況を確認できる。育成中のものは育成中の一覧、終了したものは終
了したものの一覧が表示。新しいものが上になる。
日付をクリックするとその育成履歴に飛ぶ。

記事の場合、「記事を見る」をクリックすると、
記事ページに飛ぶ。
収穫の場合、「収穫をみる」をクリックすると、
農作物ページの収穫に飛ぶ。

「フル」をクリックすると、育成履歴・フル
(2.2)に飛ぶ。

農作物の名前、種まき日、現在のステー
タス、終了していれば終了日を表示、背
景色が灰色になる。開始の仕方によっ
て、「種まき」以外の場合もある。
[農作物詳細]をクリックすると農作物詳
細ページに飛ぶ。

日記のタイトルとサムネイル、収穫の文言とサムネイルを表示。時系列
で最新のものが上になる。最新１００件まで。

2.1 育成履歴・通常



育成中キャッシュ参照
育成マスタ参照
農作物マスタ参照
栽培日記記事データ参照

データアクセス

「通常」をクリックすると育成履歴・通常
(2.1)に飛ぶ。

日記の全記事と画像、収穫の拡大画像を表示する。表示順は通常の育成
履歴と同じ。履歴以外は、通常と同じものを表示する。最新３０件ま
で。

2.2 育成履歴・フル



育成中キャッシュ参照
育成マスタ参照
農作物マスタ参照

データアクセス

種まき日、収穫総数、日記記事数を表示。「育成
履歴」をクリックすると、育成履歴(2.1)に飛
ぶ。

「終了」をクリックすると、全育成一覧・終了
(2.4)に飛ぶ。

農作物の名前と現在育成中の総数を括弧で表
示。[農作物詳細]をクリックで、農作物詳細ペ
ージに飛ぶ。

現在の総育成数を表示。

全農作物の育成中の一覧を農作物ごとに種まき日が新しいものから順に
表示する。

2.3 全育成一覧・育成中



育成中キャッシュ参照
育成マスタ参照
農作物マスタ参照

データアクセス

種まき日、終了日、終了理由、収穫総数、日記記
事数を表示。「育成履歴」をクリックすると、育
成履歴(2.1)に飛ぶ。

「育成中」をクリックすると、全育成一覧・終
了(2.4)に飛ぶ。

農作物の名前と終了したものの総数を括弧で表
示。[農作物詳細]をクリックで、農作物詳細ペ
ージに飛ぶ。

全農作物の終了したものの一覧を農作物ごとに種まき日が新しいものか
ら順に表示する。

2.4 全育成一覧・終了

現在までの総終了数を表示。



3 同期
記事データと収穫データを横断したデータ収集なので、毎回収集する手
間をなくすため、キャッシュデータを作成して参照する。
キャッシュデータは、phpスクリプトとして保存して、requireすること
でデータを参照する。

記事データもしくは収穫データが更新されたあと、手動でキャッシュデ
ータの更新を行う。APIで呼び出しできるようにして、ローカル環境から
コマンドで実行できるようにする。

3.1 同期のタイミング

育成マスタ参照
農作物マスタ参照
記事データ参照
収穫データ参照

育成キャッシュデータ作成
データアクセス

農作物コード [Key]
種まき日（配列：複数可） [Key]
種類(1:記事、2:収穫)
日付
タイトル(記事) or コメント(収穫) [日英]
サムネイルパス
記事パス(記事のみ)

3.2 同期内容
3.2.1 育成履歴データ



3.2.2 その他のデータ

育成履歴のキャッシュデータの作成と同時に、以下のデータのキャッシ
ュデータを作成し、表示時負荷を軽減する。

・最新の収穫（TOPページ上部に表示）
・農作物ごとの最新収穫日、日記更新日、育成中の育成履歴があるか
（TOPページの農作物一覧に表示）
・育成ごとの記事数、収穫数（育成一覧の表示時に参照）


